
発
行

／
玉

東
町

議
会

　
編

集
／

玉
東

町
議

会
広

報
特

別
委

員
会

　
熊

本
県

玉
名

郡
玉

東
町

　
TEL0968 -85 -3189

2018 （
平

成
30年

）
１月

31日
発

行

第
4
3
号

主
な
内
容

1
2

月
定

例
議

会
議

案
審

議
 

　
　

･･････････････････････････････････････２
〜

3
1

2
月

定
例

議
会

  一
般

質
問

（
５

名
）

 
　

　
･･･････････････････････････････････････4〜

6
新

病
院

の
件

 
県

広
報

委
員

会
研

修
の

件
 

第
１

回
玉

東
町

賀
詞

交
換

会
 

　
　

･･･････････････････････････････････････7〜
8

ふ
れ
あ
い
広
場



౦ொٞձͩΑΓۄ
平成30年１月31日 2

平
成
二
十
九
年
度
玉
東
町
一
般
会
計
補
正
予
算
を
審
議
可
決
し
た
。

平
成
二
十
九
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算
３
件
・
条
例
の
制
定
等
８
件
を
可
決

専
決
１
件
を
承
認
し
た
。

平成29年第４回 玉東町議会定例会平成29年第４回 玉東町議会定例会平成29年第４回 玉東町議会定例会平成29年第４回 玉東町議会定例会平成29年第４回 玉東町議会定例会平成29年第４回 玉東町議会定例会平成29年第４回 玉東町議会定例会平成29年第４回 玉東町議会定例会平成29年第４回 玉東町議会定例会平成29年第４回 玉東町議会定例会平成29年第４回 玉東町議会定例会平成29年第４回 玉東町議会定例会平成29年第４回 玉東町議会定例会平成29年第４回 玉東町議会定例会平成29年第４回 玉東町議会定例会平成29年第４回 玉東町議会定例会平成29年第４回 玉東町議会定例会平成29年第４回 玉東町議会定例会
12月６日から８日の３日間活発なそして慎重な審議が行われた

（
主
な
質
疑
）

玉
東
町
か
ん
水
施

設
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ

い
て

問
坂
本
議
員

提
案
理
由
に
施
設
の

老
朽
化
に
よ
り
維
持
管
理

費
の
増
加
と
な
っ
て
い
る

が
、
何
年
経
っ
て
、
修
繕
・

維
持
費
は
年
間
ど
の
位
か
。

答
産
業
振
興
課
長

建
設
年
度
は
立
岩
平

成
５
年
・
西
原
平
成
８
年
・

原
倉
西
平
成
13
年
・
新
平

平
成
18
年
・
一
番
古
い
立

岩
で
25
年
経
っ
て
い
ま
す
。

そ
ろ
そ
ろ
水
中
ポ
ン
プ
の

交
換
時
期
で
す
。
昨
年
の

使
用
料
１
１
３
万
８
０
０

０
円
に
対
し
歳
出
合
計
２

４
８
万
３
３
０
８
円
で
す
。

問
清
田
議
員

使
用
者
が
完
全
に
町

外
の
方
で
も
よ
い
の
か
、

干
ば
つ
の
年
、
町
外
の
方

が
途
中
で
加
入
す
る
こ
と

が
出
来
る
の
か
。

答
産
業
振
興
課
長

当
然
玉
東
町
内
に
農

地
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
、

干
ば
つ
の
場
合
、
そ
の
時

判
断
し
た
い
が
、
扱
い
は

同
じ
と
認
識
し
て
い
る
。

答
町
長

干
ば
つ
の
途
中
加
入

は
想
定
し
て
な
か
っ
た
が
、

普
段
は
途
中
加
入
で
も
良

い
が
、
容
認
し
か
ね
る
意

見
が
出
る
か
も
知
れ
な
い

の
で
、
相
談
し
な
が
ら
や

っ
て
い
く
。

問
坂
村
議
員

利
用
料
の
上
積
み
は

ど
の
く
ら
い
か
。

答
産
業
振
興
課
長

利
用
者
数
１
７
７
名
、

町
外
３
名
で
、
大
体
歳
入

で
１
８
２
万
円
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

問
坂
村
議
員

一
年
間
で
��
万
円
の

上
積
み
で
す
が
、
今
後
農

業
者
も
減
少
し
ま
す
が
、

ま
た
、
条
例
改
正
に
は
な

り
ま
せ
ん
か
。

答
町
長

維
持
で
き
る
間
は
こ

の
金
額
で
い
ま
す
が
将
来

的
に
は
ま
た
相
談
し
ま
す
。

原
案
可
決

玉
東
町
地
域
経
済

牽
引
事
業
の
促
進

の
た
め
の
固
定
資

産
税
の
課
税
免
除

に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

問
林
議
員

課
税
免
除
は
新
し
い

法
律
な
の
か
。

答
企
画
財
政
課
長

事
業
を
起
こ
し
た
人

へ
の
課
税
免
除
の
制
度
。

国
が
後
押
し
し
て
、
県
が

承
認
し
て
町
が
そ
の
課
税

免
除
に
よ
っ
て
事
業
を
後

押
し
す
る
制
度
。
町
が
固

資
税
の
免
除
し
た
分
の
４

分
の
３
は
交
付
税
で
補
助

さ
れ
る
。
地
域
未
来
投
資

促
進
法
と
い
う
こ
と
で
企

業
立
地
や
工
業
団
地
な
ど

の
場
合
、
今
ま
で
も
あ
っ

た
。

原
案
可
決

平
成
29
年
度
玉
東

町
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
５
号
）

問
林
議
員

ア
ス
ベ
ス
ト
��
万
円

役
場
裏
の
住
宅
と
の
説
明

だ
が
、
民
間
へ
の
補
助
は

な
い
の
か
。

答
総
務
課
長

石
綿
含
有
塗
材
を
含

ん
だ
建
物
を
除
去
す
る
場

合
、
必
ず
対
策
を
講
じ
る

よ
う
環
境
省
の
通
知
が
来

て
い
る
。
住
宅
を
す
ぐ
解

体
は
し
な
い
が
、
全
額
補

助
の
今
回
調
査
だ
け
し
て

お
く
。
民
間
事
業
者
が
実

施
す
る
場
合
、
補
助
額
２

分
の
１
以
内
、
平
成
32
年

ま
で
と
か
で
、
役
場
内
で

検
討
し
た
い
。

原
案
可
決

平
成
29
年
度
玉
東

町
簡
易
水
道
特
別

会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

問
林
議
員

毎
年
、
年
間
５
０
０

万
円
程
使
わ
れ
て
い
る
が
、

耐
用
年
数
か
目
視
か
。

答
建
設
課
長

漏
水
修
理
で
す
。
約

30
年
経
っ
て
い
る
。
一
般

的
に
耐
用
年
数
は
40
年
と

言
わ
れ
て
い
る
。
上
白
木

地
区
県
道
沿
い
で
二
カ
所
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修
理
等
が
発
生
し
て
い
る
。

まとめ
温
か
い
水
が
出
る
地

域
が
あ
る
が
、
そ
の

地
域
に
さ
し
か
か
っ
た
と

き
は
、
改
善
を
お
願
い
し

た
い
。

原
案
可
決

平
成
29
年
度
玉
東

町
介
護
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

問
林
議
員

去
年
も
今
年
も
１
千

万
の
積
立
。
介
護
保
険
を

玉
東
町
だ
け
で
下
げ
れ
る

か
。答

保
健
介
護
課
長

介
護
給
付
費
の
改
定

や
地
区
公
民
館
で
の
サ
ロ

ン
事
業
の
展
開
で
、
介
護

へ
の
給
付
費
が
減
っ
た
。

答
町
長

元
気
な
老
人
が
増
え

れ
ば
町
独
自
で
下
が
る
。

し
か
し
、
介
護
に
就
く
人

の
給
料
が
安
い
問
題
な
ど

処
遇
改
善
を
考
え
る
と
介

護
保
険
が
、
安
く
な
る
と

は
考
え
に
く
い
。原

案
可
決

町
道
路
線
の
認
定

に
つ
い
て

問
坂
本
議
員

こ
の
路
線
は
災
害
時

に
は
非
常
に
為
に
な
る
と

思
う
。
起
点
か
ら
終
点
ま

で
、
大
体
何
年
で
完
成
の

予
定
か
伺
う
。

答
町
長

交
渉
１
年
工
事
２
年

と
３
年
で
で
き
れ
ば
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
事
業
に

つ
い
て
は
、
国
や
県
に
強

く
予
算
付
け
を
要
望
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

問
吉
住
議
員

稲
佐
側
の
接
続
部
は
、

道
路
に
対
し
て
直
角
に
見

え
る
が
、
山
口
側
も
真
っ

す
ぐ
来
て
右
カ
ー
ブ
で
道

路
に
対
し
て
直
角
と
い
う

形
は
無
理
な
の
か
。

答
建
設
課
長

山
口
の
町
道
が
坂
道

に
な
っ
て
お
り
、
ど
の
付

近
が
一
番
安
全
で
取
り
付

け
る
か
は
、
こ
れ
か
ら
詳

細
に
詰
め
る
と
こ
ろ
で
す
。

原
案
可
決

月　日 区　分 日　　　程 備　　　考

12月６日㈬ 本会議

日程第１ 会議録署名議員の指名について ２番　大城戸廣澄、３番　狩野　勝次

日程第２ 会期の決定について

町長の提案理由の説明、議案上程

日程第３ 一般質問（５名）
４番　坂村　勇治、２番　大城戸廣澄、
６番　林　　和廣、８番　吉住　貞夫、
５番　坂本　和也

日程第４ 議案第56号（提案理由の説明、質疑、討論、採決）平成29年度玉東町一般会計補正予算
（第４号）専決第８号

日程第５ 議案第57号（提案理由の説明、質疑、討論、採決）
玉東町かん水施設設置及び管理に関す
る条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

日程第６ 議案第58号（提案理由の説明、質疑、討論、採決）職員の育児休業等に関する条例の一部
を改正する条例の制定について

日程第７ 議案第59号（提案理由の説明、質疑、討論、採決）玉東町個人情報保護条例の一部を改正
する条例の制定について

日程第８ 議案第60号（提案理由の説明、質疑、討論、採決）
玉東町地域経済牽引事業の促進のため
の固定資産税の課税免除に関する条例
の制定について

日程第９  休会の件

12月７日㈭ 休　会 議案調査、審議のため

12月８日㈮ 本会議

日程第１ 議案第61号（提案理由の説明、質疑、討論、採決）平成29年度玉東町一般会計補正予算
（第５号）

日程第２ 議案第62号（提案理由の説明、質疑、討論、採決）平成29年度玉東町国民健康保険特別会
計補正予算（第３号）

日程第３ 議案第63号（提案理由の説明、質疑、討論、採決）平成29年度玉東町簡易水道特別会計補
正予算（第１号）

日程第４ 議案第64号（提案理由の説明、質疑、討論、採決）平成29年度玉東町介護保険特別会計補
正予算（第２号）

日程第５ 議案第65号（提案理由の説明、質疑、討論、採決）町道路線の認定について

日程第６ 議案第66号（提案理由の説明、質疑、討論、採決）玉東町固定資産評価審査委員会委員の
選任同意について

日程第７ 議案第67号（提案理由の説明、質疑、討論、採決）人権擁護委員の選任同意について

日程第８ 議員発議第５号（趣旨説明、質疑、討論、採決） 道路事業予算の総額確保等に関する意
見書の提出について

日程第９

議会運営委員長提出 閉会中の継続調査申出書

総務・経済・建設常任委員長提出 閉会中の継続調査申出書

厚生・文教・税務常任委員長提出 閉会中の継続調査申出書

平成２９年第４回議会定例会（議事日程）
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一 般 質 問　（本人の原稿を基本にしています。）

問
返
礼
品
の
数
量
と
玉
東
産
の
取
扱
い

は
ど
れ
程
か
。

答
企
画
財
政
課
長

今
年
の
６
月
か
ら
開
始
し
て
、
11
月

末
の
半
年
で
１
億
５
０
０
０
万
円
の
寄
附

を
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問
玉
東
産
の
取
扱
い
が
少
な
い
で
す
が
、

事
業
者
の
登
録
の
た
め
の
説
明
会
は
。

答
企
画
財
政
課
長

こ
れ
ま
で
事
業
者
募
集
の
た
め
広
報

誌
や
回
覧
板
、
防
災
無
線
等
を
活
用
し
周

知
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
思
う
よ
う
に
集

ま
ら
ず
苦
慮
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
返

礼
品
は
玉
東
産
で
あ
る
こ
と
で
、
地
域
へ

の
経
済
波
及
効
果
が
非
常
に
大
き
い
と
考

え
て
お
り
、
よ
り
一
層
、
玉
東
産
の
供
給

体
制
が
で
き
る
よ
う
事
業
者
の
参
画
を
図

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問
苦
情
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

返
礼
品
を
受
け
ら
れ
た
方
は
玉
東
町

の
農
家
か
ら
届
い
た
ん
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

事
業
者
は
ど
の
よ
う
に
調
達
、
発
送
を
さ

れ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、
町
の
対
応
は
。

答
企
画
財
政
課
長

調
達
は
市
場
か
ら
で
、
発
送
は
最
長

で
６
日
で
す
が
、
苦
情
で
、
ネ
ッ
ト
で
の

コ
メ
ン
ト
や
写
真
を
見
ま
す
と
ひ
ど
い
状

況
で
す
。
こ
の
対
応
に
つ
い
て
、
事
業
者

と
協
議
し
ま
し
て
常
温
便
か
ら
ク
ー
ル
便

へ
と
、
ま
た
、
包
装
資
材
の
補
強
、
ク
ッ

シ
ョ
ン
材
の
強
化
、
ク
レ
ー
ム
品
に
つ
い

て
は
再
発
送
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
玉

東
ブ
ラ
ン
ド
に
傷
が
つ
か
な
い
よ
う
に
町

外
商
品
は
控
え
て
い
た
だ
く
よ
う
申
し
入

れ
を
行
い
ま
し
た
。

議һ̑ਓ͕Ұൠ࣭໰ʹొஃ

質　問　者 質　問　事　項

ࡔ ଜ ༐ ࣏ ◦返礼品の状況は

େ ৓ ށ ኍ ੅ ◦多数の廃車等の放置

ྛ ɹ ࿨ ኍ ◦まちづくり・財源の活用

٢ ॅ ః ෉ ◦役場新庁舎建設はいつ、何処に予定か

ࡔ ຊ ࿨ ໵ ◦町の防災体制について

��݄຤Ͱͷฦྱ඼ͷ਺ྔ

品目 全体量 玉東産量

果物   9506個 569個

加工品
野菜・米

  1841個   78個

肉・魚介類   2456個

計 13800個   647個

返
礼
品
の
状
況
は坂

村　

勇
治
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一 般 質 問　（本人の原稿を基本にしています。）

問
役
場
庁
舎
の
建
設
と
、
木
葉
駅
中
心

に
１
キ
ロ
四
方
に
、
住
民
集
中
を
図

る
と
の
発
言
を
具
体
的
に
。

答
総
務
課
長

役
場
庁
舎
に
つ
い
て
は
防
災
拠
点
施

設
、
町
民
の
利
便
性
、
将
来
へ
の
財
政
負

担
な
ど
、
十
分
考
慮
し
て
庁
舎
建
設
に
向

け
た
検
討
を
始
め
た
。
財
源
は
、
交
付
税

措
置
が
あ
る
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

（
２
分
の
１
補
助
）や
市
町
村
役
場
機
能
緊

急
事
業
を
利
用
す
る
。
期
限
は
32
年
ま
で
。

場
所
は
、
現
役
場
敷
地
内
で
検
討
。

答
企
画
財
政
課
長

サ
ク
ラ
ハ
イ
ツ
５
棟
高
い
需
要
、
オ

レ
ン
ジ
タ
ウ
ン
１
１
８
全
区
画
完
売
、
現

在
は
サ
ク
ラ
タ
ウ
ン
９
区
画
で
既
に
６
区

画
成
約
。
駅
前
開
発
が
完
了
後
は
、
土
生

野
の
元
繭
繊
維
工
場
の
跡
地
１
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
住
宅
設
備
に
取
り
組
む
。
ま
た
、
町

区
の
豪
商
製
菓
付
近
で
の
住
宅
、
宅
地
整

備
な
ど
の
検
討
も
進
め
て
い
る
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
の
基
金
化
と
住
民
公

募
債
の
活
用
に
つ
い
て
は
。

答
企
画
財
政
課
長

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
昨
年

は
79
万
円
と
少
額
だ
っ
た
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
活
用
し
た
事
業
開
始
し
て
か
ら
、

11
月
末
ま
で
１
億
５
千
万
円
の
寄
附
を
い

た
だ
い
て
い
る
状
況
で
あ
る
た
め
財
源
と
し

て
今
後
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。
基
金
化
に
つ
い
て
は
、
現
在

国
か
ら
要
望
さ
れ
て
る
使
途
の
明
確
化
に

も
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
有
効
な
運
用
方

法
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
条
例
の

制
定
を
含
め
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

町
民
公
募
債
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
行
政

参
加
意
識
の
高
揚
、
住
民
に
対
す
る
施
策
の

P
R
、
個
人
金
融
資
産
の
有
効
活
用
等
が

上
げ
ら
れ
る
が
、
金
融
機
関
と
の
調
整
や
事

務
手
数
料
も
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
費
用

対
効
果
等
を
考
慮
す
れ
ば
公
募
債
よ
り
現

在
運
用
し
て
い
る
政
府
資
金
で
の
活
用
が
、

中
長
期
的
に
無
理
な
く
返
済
で
き
、
な
お
か

つ
交
付
税
の
措
置
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
の

と
こ
ろ
公
募
債
の
活
用
は
考
え
て
い
な
い
。

問
水
田
地
帯
の
中
に
多
数
の
廃
車
等
が

長
く
放
置
さ
れ
、
町
民
か
ら
オ
イ
ル

等
の
油
が
漏
れ
て
、
地
下
水
の
汚
染
が
心

配
と
の
声
が
あ
り
、
調
査
し
適
正
な
指
導

を
。答

産
業
振
興
課
長

平
成
19
年
に
農
業
委
員
会
の
パ
ト
ロ

ー
ル
で
発
見
し
、
平
成
27
年
ま
で
数
回
指

導
を
行
っ
た
が
、
履
行
さ
れ
ず
現
在
に
至

っ
て
い
る
状
況
で
、
自
動
車
20
数
台
、
ド

ラ
ム
缶
、
タ
ン
ク
類
、
そ
の
他
プ
レ
ハ
ブ

等
が
放
置
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
先
、

そ
の
ま
ま
放
置
で
あ
れ
ば
廃
棄
物
処
理
法
、

ま
た
、
自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
抵
触
す

る
不
適
正
保
管
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る

の
で
、
本
人
へ
聞
き
取
り
指
導
を
行
っ
て

い
く
。

問
地
下
水
を
渇
水
と
汚
染
か
ら
守
る
た

め
の
、「
肥
後
の
水
と
み
ど
り
の
愛

護
賞
」を
昭
和
��
年
に
上
白
木
老
人
会
、
平

成
７
年
に
山
北
小
学
校
が
受
賞
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
対
処
に
つ
い

て
？

答
町
民
福
祉
課
長

現
時
点
で
は
ま
だ
オ
イ
ル
漏
れ
等
が

確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
今
後
こ
の
よ
う

な
状
態
が
続
く
と
オ
イ
ル
漏
れ
等
に
よ
る

土
壌
汚
染
や
水
質
汚
染
と
い
っ
た
環
境
汚

染
が
心
配
さ
れ
、
早
急
に
農
業
委
員
会
な

ど
の
関
係
機
関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
撤

去
の
指
導
を
し
て
い
き
た
い
。

答
町
長

優
良
農
地
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
本

腰
を
入
れ
て
撤
去
す
る
よ
う
に
指
導
し
て

い
く
。

白木の放置された車両等

ま
ち
づ
く
り

財
源
の
活
用

ま
ち
づ
く
り

財
源
の
活
用

林　

和
廣

多
数
の
廃
車
等
の
放
置

大
城
戸 

廣
澄
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一 般 質 問　（本人の原稿を基本にしています。）

問
熊
本
地
震
を
受
け
、
行
政
と
し
て
の

教
訓
や
課
題
・
自
主
防
災
組
織
な
ど

の
強
化
に
つ
い
て
伺
う
。

答
総
務
課
長

本
年
度
は
、
熊
本
地
震
の
検
証
な
ど

を
踏
ま
え
、
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
を

行
い
ま
し
た
。
災
害
時
に
優
先
的
に
実
施

す
べ
き
業
務
・
非
常
時
優
先
業
務
を
特
定

す
る
為
の
業
務
継
続
計
画
や
、
他
自
治
体

か
ら
支
援
を
受
け
る
際
に
応
援
職
員
に
担

っ
て
も
ら
う
業
務
を
決
め
て
お
く
、
受
援

計
画
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
は
、
平
成
15
年
に
各
行

政
区
で
立
ち
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
町
で

は
11
月
に
中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
県
危

機
管
理
防
災
課
を
招
き
、
自
主
防
災
組
織

基
礎
活
動
講
座
を
開
催
し
約
１
０
０
名
が

受
講
し
ま
し
た
。

　

大
城
寺
地
区
で
は
、
10
月
に
自
主
防
災

組
織
活
動
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
地

区
内
の
危
険
箇
所
の
確
認
、
消
防
団
と
共

に
消
火
栓
の
確
認
、
操
作
法
と
放
水
、
ま

た
消
防
署
員
の
指
導
に
よ
る
消
火
訓
練
や

け
が
人
の
搬
送
体
験
・
非
常
食
の
炊
き
出

し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
取
組

み
が
各
地
区
の
参
考
と
な
り
、
今
後
の
自

主
防
災
組
織
の
活
性
化
に
繋
が
っ
て
く
る

も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
た
ば
こ
税
は
町
の
大
切
な
税
収
の
一

つ
で
す
。
以
前
は
２
０
０
０
万
円
ほ

ど
の
税
収
が
2�
年
度
決
算
で
３
１
２
６
万

円
と
伸
び
て
い
る
要
因
と
。
木
葉
駅
前
の

店
が
閉
店
さ
れ
た
影
響
は
な
い
の
か
伺
う
。

答
税
務
課
長

要
因
を
分
析
す
る
と
平
成
25
年
度
税

率
改
正
に
よ
り
県
た
ば
こ
税
の
半
分
が
町

に
移
譲
、
平
成
26
年
１
月
に
町
内
に
コ
ン

ビ
ニ
店
が
新
た
に
出
店
・
平
成
27
年
税
制

改
正
に
よ
り
平
成
28
年
よ
り
31
年
４
月
ま

で
に
４
段
階
で
旧
３
級
品
の
税
率
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
木
葉
駅
前

で
別
の
店
が
た
ば
こ
販
売
を
さ
れ
る
事
か

ら
影
響
は
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問
玉
東
町
で
は
今
後
も
大
き
な
事
業
が

続
き
ま
す
が
庁
舎
建
設
に
現
在
は
国

の
補
助
が
出
る
と
聞
い
て
い
る
。
新
庁
舎

は
立
派
な
も
の
を
造
る
必
要
は
な
く
、
耐

震
基
準
を
満
た
し
た
建
設
で
よ
い
と
思
う
、

い
つ
頃
、
何
処
に
建
設
す
る
の
か
考
え
を

聞
き
た
い
。

答
町
長

67
年
経
っ
た
古
い
庁
舎
で
、
天
井
裏

を
見
る
と
配
線
が
も
の
す
ご
く
入
り
組
ん

で
お
り
、
火
災
の
心
配
が
一
番
あ
り
、
こ

れ
は
地
震
で
倒
れ
た
ぐ
ら
い
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
で
庁
舎
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
ず
担
当
課
長
に
答
弁
さ
せ
ま
す
。

答
総
務
課
長

庁
舎
建
設
の
検
討
を
本
年
７
月
よ
り

各
課
長
を
委
員
と
し
、
現
在
ま
で
３
回
開

催
を
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
耐
震
性
を
備

え
た
防
災
拠
点
と
な
る
庁
舎
の
建
設
は
必

要
で
あ
る
と
一
致
を
し
、
過
度
な
支
出
を

抑
制
す
る
こ
と
を
念
頭
に
建
設
す
る
こ
と

に
な
り
、
建
設
場
所
は
現
役
場
敷
地
内
で

進
め
、
財
源
は
基
金
と
新
設
さ
れ
た
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
及
び
、
市
町
村
役

場
、機
能
緊
急
事
業
を
利
用
す
る
予
定
で
す
。

問
最
終
的
な
完
成
は
い
つ
と
考
え
て
い

ま
す
か
。

答
町
長

現
、
段
階
の
目
標
は
平
成
32
年
正
月

を
挟
ん
で
の
移
転
で
す
。
正
月
休
み
を
利

用
し
て
の
移
転
が
住
民
に
一
番
迷
惑
を
か

け
な
い
時
で
は
な
い
か
と
。
そ
こ
を
目
標

に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

税
収
に
つ
い
て

67年経った現庁舎

ͨ͹͜੫ऩ

平成 万円

23 2,186

24 2,176

25 2,573

26 3,086

27 3,124

28 3,126

町
の
防
災
体
制
に

つ
い
て

坂
本　

和
也

役
場
新
庁
舎
建
設
は

い
つ
、何
処
に
予
定
か

吉
住　

貞
夫
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新たな基幹病院が誕生します新たな基幹病院が誕生します新たな基幹病院が誕生します新たな基幹病院が誕生します新たな基幹病院が誕生します新たな基幹病院が誕生します新たな基幹病院が誕生します新たな基幹病院が誕生します新たな基幹病院が誕生します新たな基幹病院が誕生します新たな基幹病院が誕生します新たな基幹病院が誕生します新たな基幹病院が誕生します新たな基幹病院が誕生します新たな基幹病院が誕生します新たな基幹病院が誕生します新たな基幹病院が誕生します
　

公
立
玉
名
中
央
病
院
は
、

玉
名
市
と
玉
東
町
の
企
業

団
の
経
営
形
態
で
運
営
し

て
い
ま
し
た
が
昨
年
10
月

１
日
を
も
っ
て
企
業
団
よ

り
地
方
独
立
行
政
法
人
く

ま
も
と
県
北
病
院
機
構
公

立
玉
名
中
央
病
院
と
し
て

経
営
形
態
を
変
え
、
今
年

の
４
月
に
は
玉
名
地
域
保

健
医
療
セ
ン
タ
ー
と
の
経

営
統
合
に
よ
り
新
た
な
基

幹
病
院
が
誕
生
す
る
こ
と

は
皆
さ
ん
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
？

　

将
来
を
見
据
え
て
経
営

統
合
を
行
い
、
熊
本
県
北

医
療
圏
域
の
医
療
拠
点
と

し
て
、
ま
ず
既
存
の
２
病

院
体
制
で
新
た
に
ス
タ
ー

ト
し
、
３
年
後
の
２
０
２

１
年
４
月
に
は
、
新
病
院

を
開
院
す
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

新
病
院
は
、
新
幹
線
新

玉
名
駅
の
北
東
側
に
あ
る

玉
名
小
学
校
跡
地
や
そ
の

周
辺
を
建
設
予
定
地
と
し

て
、
県
北
地
域
で
最
も
多

い
病
床
数
４
０
２
床
の
病

院
と
し
て
開
院
す
る
予
定

で
、
整
備
に
向
け
た
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
病
院
の
開
院
に
よ

っ
て
、
更
に
地
域
医
療
や

救
急
医
療
の
充
実
が
図
ら

れ
、
玉
名
地
域
は
も
と
よ

り
県
北
の
地
域
住
民
の
皆

様
が
、
い
つ
で
も
安
心
し

て
質
の
高
い
医
療
の
提
供

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
は
、
こ
の
地

域
の
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

く
も
の
と
期
待
し
て
お
り

ま
す
。

地
方
独
立
行
政
法
人　

く
ま
も
と
県
北
病
院
機
構

設
立
組
合
議
会
議
員　

清
田　

高
広

町村議会広報研修会町村議会広報研修会町村議会広報研修会町村議会広報研修会町村議会広報研修会町村議会広報研修会町村議会広報研修会町村議会広報研修会町村議会広報研修会町村議会広報研修会町村議会広報研修会町村議会広報研修会
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議会の動き議会の動き議会の動き
11月 17日熊本県町村議会広報研修会
19〜23日 地方自治法施行70周年記念式

典及び町村議会議長全国大会

26日ふれあいの丘交流まつり
27日議会運営委員会

	 	

1月  4日 玉東町成人式、議会広報委員会

5日玉東町新春賀詞交歓会

7日消防出初式

11日議会広報委員会

21日町内駅伝大会

24日水神祭

12月 

6〜  8日議会定例会

8日全員協議会

27日玉名中央病院定例議会

27日有明広域議会

編 

集 

後 

記

古紙配合率100%再生紙を使用しています※この広報紙は地域環境にやさしい植物油型インキを使用しています。

編  

集
議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　

狩
野　

勝
次

副
委
員
長　

田
添　

善
史

委　
　

員　

清
田　

高
広

委　
　

員　

坂
村　

勇
治

委　
　

員　

大
城
戸
廣
澄

玉
東
町
議
会
事
務
局

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

8
5
¦
３
１
８
９

　

平
成
30
年
の
年
頭
に
当

り
、
皆
様
方
に
は
、
ご
家

族
お
揃
い
で
す
こ
や
か
な

希
望
に
満
ち
た
新
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
議
会
活
動
に
関

し
ま
し
て
も
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
本
年
も
、

住
民
の
お
声
を
議
会
に
反

映
さ
せ
た
く
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
だ
よ
り
も

構
成
内
容
を
変
え
つ
つ
、

よ
り
見
易
い
、
読
み
易
い

誌
面
作
り
に
と
思
う
所
で

御
座
居
ま
す
。	

 

（
狩
野
）

ୈ̍ճۄ౦町৽य़լ׻ަࢺ会

次
回
の
議
会
開
催
は
３
月
中
旬
で
す
。

ぜ
ひ
傍
聴
に
き
て
く
だ
さ
い
。

　

議
会
、広
報
紙
に
対
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望
、請
願
・

陳
情
等
、ま
た
、議
会
広
報
紙
へ
の
写
真
・
記
事
等
も
お

寄
せ
く
だ
さ
い
、お
待
ち
し
て
い
ま
す
。


